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協力裁縫ゆかたの緬製について）

短大 白石方子　田中ッネ子

〔(社)日本家政学会

　目的　ゆか* を縫製する場合, 既製一品としての流れ作業も4>るが■ ほとんど家庭裁縫と

して，／人が仕上げるものが多の。

　和服裁縫の技術検定にも関連をもち, 協力裁縫i お互1/･の立場から早，く，注意し合って

仕上げることが,できる点もあって／人a ,左身頃. ／人は，右身頃を縫製し･ 衿っけを

まとめとして完成させるよう忙実験してみft 。

　方法　／.既製品売場のゆかたの縫製法の調査。

　　　　｡I .　専門裁縫士の縫製法の検討。

　　　　3 .ゆかた地についての柄合わせ.表, うらのしるしっけの方法。

　　　　If .　縫製法との相関関係を｀み4 がらの比較。

　　　　i .　開i についての対応を考憲し，基礎技術を正しく行っているかどうか。

　結果　協力裁縫の方法を検討した実験結果として，左右.違う2人が縫っても，差はあ

i >>目立たない。｡2者が協力する為にfi ,最初の打ち合わせが，重要な点になってぐる。

　基礎技術を自分の%のとしておくことの必要さを通感したＯ

　今回は，第／回の実施で，第｡2回をくり返したときどんｔ展iU をみるか*･楽しみであ＆

　今後続けたい。

B 104　　縫製の基礎的研究

　　　　価についてー

一運針時の眼球運動，筋電図分析，動作分析と縫目評

広大教育　　　　古田幸子

蔵川中　　　○沖留美子

　目的　運針の運動方式と作業動作の習熟過程を研究した報告は多く見受けられ。主に筋

電図分析によるバイオタカニクス的解析，映画撮影による運動方式の解明.縫製能率を上

げるための母指長と縫目からの解析等多面的な研究が進められている。またフリッカー値

による眼の疲労の研究も散見されるが本報では運針時の眼球運動をオフサルモダラフイに

より測定した。運針時における被検者の注視点，停留点を観察し眼球運動の軌跡を検討し

た。さらに筋電図解析を行った。

　方法　眼球運動の観察には，ナック社製のアイ-7 －クレコーダ―を使用し，被検者４名

の運針時の眼球運動の軌跡をV T R により記録した。　同時にM E －1 7 5 E型脳波計を使用

して表面電極法により，上腕二頭筋，上腕三頭筋，前腕屈筋群，前腕伸筋群の筋電図記録

を行った。試験布は平織白布３種類で布別，重ね枚数別，視距離別実験を行った。

　結果　オフサルモダラフによる眼球運動は被検者４名中２名は布を保持している左母指

先附近を,他は針を貫通している右母指先附近を,他１名は左右両手間隔の中間附近を注

視して行っていた。布別，重ね枚数別，視距離別では筋電図■動作分析め結果，絹の４枚

縫合時が最も筋放電量が高く，視距離It 2 0cmの時上限諸筋の振幅が最大であった。両指先

の動作も不規則で複雑な軌跡を描き，動作に一貫性がなく指先の動きも小であった。


